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公務員模擬テスト（大原学園）締め切ります

公務員とは ．文字どうり公務に関する仕事をする人を総称して公務員と言います。具体的．．．．

には、警察官、郵便局員、市役所職員などとなります。公務員は大きく分けて国家公務員と地方公

務員に分ける事が出来ます。国家公務員は国が管轄する郵便局とか裁判所などが勤務先となり、一

方の地方公務員は県で管轄する学校職員、市役所職員などがこれに該当します。また受験資格には

３種類あり、高校卒業程度は第３種、短大卒業程度が第２種、大学卒業程度が第１種となっていま

す。難易度は、数字が小さくなる程上になります。一般的に、地元に産業が少ない県では求人の絶

対数が少ない関係で、国家公務員より地方公務員の方が難易度が上になります。

今年度、本校の模擬テスト受験希望者は全体で１６名となりました。試験の日程は

表の通りです。

模擬ﾃｽﾄ受験の諸注意

① 試験実施開始日前後２日程の間に進路指導室の小林まで来て模擬テスト用紙を受領して下さ

い。

② 受験マニュアルを参考の上で自宅で解答し進路指導室へ提出して下さい。土日の休日に解答す

。 。るのが最良です 引き替えに解答を渡しますので各自正解を確認し次回の試験に備えて下さい

③ しばらくすると業者から採点結果を送って来ます。自分の成績と診断を確認してから次回の模

擬テストに備えます。これは４回まで繰り返す事が出来ます。

④ ４回の集計を見て、合否の可能性を確認してから本番に備えます。

⑤ ここ数年、箕輪進修高校では合格者が出ていません。それだけ厳しいと言

う事になります。各自、肝に銘じて頑張って見て下さい。

進 路 だ よ り

試験回
数

第１回 第２回 第３回 第４回

試験実施
開始日

4月22日 5月20日 6月17日 6月17日

試験実施
最終日

5月19日 6月9日 7月7日 7月20日

試験問題提
出締め切り 5月24日 6月14日 7月13日 8月2日

２０１０年度公務員模擬テスト実施計画

実施開始日と実施最終日の間に模擬テストをするものとします



公務員試験メモ

① 公務員は、給料は安いが景気に左右されない、身分の保障、等の理由で人気が出ていますが、

採用試験に合格しないと採用されません。当たり前の事ですが。

高校卒業資格で受験出来るのは第３種だけとなっています。

② 公務員試験は、運転免許の様な資格試験とは訳が違います。あくまでもランク付けの試験であ

って試験の出来た順に採用が決まります。問題の難易度よりも他人よりも試験が出来ることが

必要です。

③ 一般教養試験よりも適性試験で差がつきます。従って、試験少し前に集中的に適性試験の練習

をするだけでも随分と違います。

④ 何事に関しても興味関心を持つ事が大切です。日頃から新聞などに目を通しておき、自分の探

求心を養って下さい。これが一般教養試験の勉強にもなり合格にもつながります。

⑤ 公務員試験は問題数が多いので要領よく処理する能力が問われます。従って直感力に優れた人

は合格し易いが慎重じっくり型は不利となります。

⑥ 公務員は採用された年から１年ごとに昇級が始まります。また、年金とか退職金などの手当も

勤続年数によって決まります。公務員になるのだったら出来るだけ早く採用される事が大切で

す。何年も浪人してから公務員になると昇級が遅れるばかりか、退職後の年金にも響く事にな

ります。１年採用が遅れると１００万円違うと言われています。

最近の公務員試験の動向

① 最近の不況を反映してか、きわめて難しくなりました。特に、市役所では競争倍率が６０倍、

などと言われています。しかも、受験者のレベルが大変高くなり、採用された人の中には大学を

２つ卒業したなどと言う人もいた様です。

② 高校を卒業する年に現役で合格を期待するのは難しくなっています。近年流行るのは公務員受

験の為の予備校で、解りやすく言えば大学進学予備の為の予備校に相当します。近場では上田

ビジネス情報学院とか大原学園が有名で、いずれも合格者を多く出しています。それだけ試験

対策が上手と言う事になるかと思います。知人で、公務員志願の生徒がいましたが卒業時の現

役では不合格でした。２年間浪人して上田ビジネス学院へ通っていますが一次試験は合格。で

も二次試験がダメで採用までに行かない事を聞いています。

③ 受験すれば合格すると思ったら大間違い。１０年以上前のバブルの時代には公務員は広き門で

あり高校３年の段階で受験すれば必ず何名かは採用してもらえました。競争倍率も３倍ほどで

した。それだけ希望者が少なかったのです。でも最近は事情がからりと変わり高嶺の花になっ

てしまいました。

＜以上 小林哲先生>:


